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プ ロ ト ・エ コ ロ ジ ス ト と し て の ワ ー ズ ワ ス(1)

〈自 然 の 本 〉 と 〈本 の 自 然 〉 を め ぐ っ て

山 内 正 一

近 年,ア メ リカ産 のいわゆ る 「エ コク リティ シズム」 の観 点 に立 ち,イ ギ

リス ・ロマ ン派(特 にワー ズワス)を プ ロ ト ・エ コロジス トと して位 置づ け,

彼 らが広 い意 味での環境 問題 に対 し先 駆者 としてい ち早 く警鐘 を鳴 らして い

たこ とが指摘 されて いる。 英国人JonathanBateの 著 書RomanticEcology'

WordsworthandtheEnvironmentalTradition(London:Routledge,1991)

が 先 鞭 をつけ,ア メ リカの学 者KarlKroeberがEcologicalLitera2yCriti-

cism'RomanticlmaginingandtheBiologyofMind(NewYork:Colum-

biaUP.,1994)で さ らに展望 を切 り開 くとい う形 で,「 ロマ ンテ ィ ック ・エ

コロジー」研究 は著 しい進展 を見せ始め た。

Bateは 「新歴 史主義」に代 表 され る第二次大戦 後の冷戦構i造(左 派/右 派対

立)イ デオ ロギー批評 の欠陥 を指 摘す る。 この 「英 国の」学者 ・批 評家 は,

マ ル クス主義唯物論 に立脚す る新 歴史主義批 評家 たちの ワー ズワス批判 を論

駁 す るのであ る。新歴 史主義批 評家は,ワ ー ズワスに代 表 され るロマ ン派詩

人 を個 人主義 的観念論 ・理 想論 に染 まったエ リー トと看倣 し,そ のブル ジ ョ

ア的独善性(JeromeJ.McGannが マ ル クスのTheGermanldeologyを も

じってTheRomanticIdeologyと 呼 ぶ もの)(2)を糾 弾す る。ロマ ン派 の 自然観

に潜 む欺隔性(自 己/現 実逃避願 望)を 見抜けず,い たず らに観 念的 ・超絶的

(1)本 稿の一部は,日 本英文学会九州支部第51回 大会でのシンポジウム 「ロマンティッ

ク・エコロジーのゆくえ ワーズワス,ロ レンス,ジ ェファーズ」(1998年10月24

日,九 州産業大学にて開催)に おいて既に口頭発表されたものである。このテーマ

について考察を深める機会を与えてくださった,シ ンポジウムの司会者の西村岩雄

氏,共 同発表者の田部井世志子,馬 本誠也,西 村杏子の諸氏(い ずれも 「福岡ロレ

ンス研究会」会員)に 感謝 します。

"Come forth int
o the light of things, 

Let Nature be your teacher."

(2) Cf. Jerome J. McGann, The Romantic Ideology: A Critical Investigation 
   (Chicago: The Univ. of Chicago Pr.,  1983)  , pp. 8, 153ff.
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想像力論の枠組みの中でロマン派を論 じようとした(と 新歴史主義者は考 え

る)イ ェール学派に対 して新歴史主義批評家たちの批判の矛先が向けられた

のは,当 然の成 り行 きであった。

Bateの 姿勢は,イ ェール学派の行 き過 ぎを批判的に視野に入れつつも,唯

物思考 に偏った新歴史主義の自然/環 境観 を修正 しようとするものである。私

は,基 本的にはBateの 立場に立ち,J.S.Mi11,JohnRuskin,LeslieStephen

らヴィク トリア朝時代の知識人が高 く評価 した 「自然詩人」ワーズワスをエ

コロジー思想の先駆者 という観点から再評価 してみたい。その際,近 年喧伝

されている 「エコクリティシズム」の思わぬ盲点Kroeberの 上掲著書に

も見られる科学/知性(も しくは 「物質」)重視に由来す る盲点(3)に も触れ

ることになろう。

(一)

イギリス・ロマン派の(と りわけワーズワスの)「 自然」に見られ る際立っ

た特徴は,そ れが二重構造 を持った 「自然」である,と いうところにある。

この特徴 をよ り鮮明にするためには,ロ マン主義の時代に先行する,い わゆ

る 「新古典主義」の時代に現われた自然観 を概観 してお く必要がある。18世

紀のイギリスを支配 したこの自然観は,基 本的にはニュー トンの宇宙観に基

づ くものである。そこでは,自 然は,宇 宙万物 を統治す る神の普遍的力(=

「法則」)の 下に整然 と秩序づけ られて動 く,機 械論的 自然(物 質 としての 自

然)と して捉えられている。この自然は,ヨ ー ロッパ啓蒙主義の落 とし子で

ある理神論Deismも しくは自然宗教NaturalReligionが 説 く自然に外な ら

ない。

理神論は,理 性が許す範囲内でのみ神の実在 を認 めようとす る立場 をと

る。 したがって,理 神論者は従来のキ リス ト教が説 く超 自然的な啓示や奇跡

の類を排除す る。H.N.Fairchildの 言葉を借 りて言えば,理 神論の所説は次

のように要約できる "To the deist
, God does not reveal himself

through scripture, through the traditions of the church, or even through 

personal religious experience. He reveals himself solely through his 

creation—a universe operating according to natural laws with which, 

 (3) Cf. Karl Kroeber, Ecological  Literary Criticism: Romantic Imagining and the 
     Biology of Mind (New York: Columbia U. P., 1994) , pp. 9, 35-36, 44, 65, 142.
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'(4)理神 論者 に と
っての

「自然」は,言 わば 〈ぜ んまい仕 掛け の時計〉の様 な存在 であ る。 それは,機

械工(創 り主)た る神 に よって付与 され た絶対 の 「法則」 に従 って動 きはす

るが,そ の運動 自体 は 自らの意志 を持 たず,単 な る機械 ・物 質 として存在す

るにす ぎない。 ロマ ン派の詩人 たちが,こ の種 の 自然 を〈生命 を持 たぬ存在〉

と見な し,こ れに強 く反発 したの は当然予想 され るこ とであ った。

ワーズ ワスに とって の 「自然」 とは,躍 動的 で神 秘的 で,見 る目,聞 く耳

を持 つ者に は絶 えず永遠 の真理 を語 りかけ,不 滅 の喜び を与 えて くれ る,一

個 の 〈有 機的生命体 〉 であ る。 それ は単 な る機械 ・物質 に留 まるもの ではな

く,神 の分 身,い や神 その もの,と もい うべ き 〈意志 と知性 を備 えた存在 〉

なのであ る。 そこには キ リス ト教 が主張 す る類 の被 造物 と創造 主の問 の厳 密

な区別 は見 られ ない。 この様 なワー ズワス独 特の 自然観に呼 び名 を与 えると

すれ ば,そ れ は汎神 論pantheismや 物 活論animismと 呼 ばれ てい る ものに

非常 に近 い もの とな るよ うに思 われ る。 ちなみに,OEDは 「アニ ミズム」を

次の よ うに定義す る一 一K1)

が挙 げ るこ

れ ら三種 の語義 を通 しての初 出例 は,1832年 の もの であ り,こ の語 が ロマ ン

主義 の土壌 の中か ら生 まれ た ものであ るこ とを示 唆 してい る。定義(3)の 例 と

して挙げ られてい る1880年 の 使用例 中には"Animism,thebeliefinspiritual

andunseenagencies"と い う語 句 も見 え る。 この様 な 「アニ ミズム」の特徴

を最 もよ く表 わ して い るロマ ン派 の詩 人が,ワ ー ズワスであ る。 ただ し,そ

れは1807年 詩 集 の頃 までのワー ズワス(37歳 位 までの詩 人)で あ って,後 年

のワー ズワスは コール リッジ ワー ズ ワスのアニ ミスティ ックな 自然観 ・

神観 に批判的 であ った コー ル リッジ(5)と 共 に著 し く保守 化 し,伝 統宗教

としての キ リス ト教 への傾斜 を深め てい く(ち なみに,ワ ー ズ ワスは80歳 ま

で生 き,70歳 過 ぎまで詩 を書 き続け た)。

once having enunciated them, he is sensible enough not to interfere. This 

God is neither a stern lawgiver nor a loving father, but a colorless

abstraction inferred to satisfy the demands of logic.

"th
e doctrine that the phenomena of animal

life are produced by an immaterial anima, soul, or vital principle distinct 

from matter.", (2) "The attribution of a living soul to inanimate objects 

and natural phenomena.", (3) "The belief in the existence of soul or spirit

apart from matter, and in a spiritual world generally." OED

(4) H. N. Fairchild, The Romantic Quest (New York: Columbia U. P.,  1931)  , pp. 
166-67.
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ワー ズ ワスの代 表作 と言 えば,も ちろん 自伝的長 編詩ThePreludeで あ る

が,こ の詩が1850年(詩 人 の死 後)に 出版 され た時,そ こには既 に キ リス ト

教 詩 人ワー ズワスに よる大幅 な改訂が施 されて しまって いた。実 は,こ の長

編詩 は実 際の 出版 の45年 も前,1805年(詩 人35歳 の時)に 一旦完 成 され てい

たのであ る。 ここでは,そ の1805年 版ThePrelude制 作 の ため の準備段階 と

して1799年 に 書か れた,TheTwo-ParlPrelzadeの 一 節 を借 りて,ワ ー ズワ

スの 〈アニ ミステ ックな自然観〉 の一端 を示 してみ たい。

ワー ズワスは主張 す る 自分 の幼少時代 には,時 に優 し く,時 に厳 しく

(5)コ ールリッジの次の発言は,批 判的な立場からなされたものではあるが,ロ マン派

詩人ワーズワスの作品の特徴を的確に捉えている

                      I believe 

That there are spirits which, when they would form 

A favored being, from his very dawn 

Of infancy do open out the clouds 

As at the touch of lightning, seeking him 

With gentle visitation—quiet powers, 

Retired, and seldom recognized, yet kind, 

And to the very meanest not unknown— 

With me, though rarely, in my boyish days 

They communed. Others too there are, who use, 

Yet haply aiming at the self-same end, 

Severer interventions, ministry 

More palpable—and of their school was I. 

                   (The Two-Part Prelude, I,  68-80)  (6)

"I will not conceal from you

that this inferred dependency of the human soul on accidents of birth-place and 
abode, together with the vague, misty, rather than mystic, confusion of God 
with the world, and the accompanying nature-worship, of which the asserted 

dependence forms a part, is the trait in Wordsworth's poetic works that I most 
dislike as unhealthful, and denounce as contagious." See Thomas Allsop, ed., 
Letters, Conversations and Recollections of S. T. Coleridge, 2 vols. (London, 

1836) , I, p. 107, cited in Jonathan Bate, Romantic Ecology: Wordsworth and the 
Environmental Tradition (London: Routledge, 1991), p. 92.
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詩 人の魂(sou1/spirit)に 働 き掛け,幼 い魂 に教育 を施 して くれ る自然 界の精

霊("spirits")が い た こ とを。 つ ま り,か れ ら自然 界の精霊 た ちは,幼 いワー

ズワスに とって,言 わば教 師で あ り,自 然界 は 「教場/学 校 」で あった,と

い うのだ。 この ように,ワ ー ズ ワスの 「自然」 は,人 間 に教 え を垂れ るこ と

も可能 な〈意志 と感情 と知 性 を備 えた霊的 な存在(spirit)〉 な の である。 ワ ー

ズワスの 自然体験 な らび にその体 験の記録 と しての彼 の作 品は,繰 り返 し繰

り返 し次 の事 実 を主 張す る 自然界 の万物 には 「自然」の霊魂(soul/spirit)

が宿 ってお り,そ の霊魂(Nature-God)と 人 間の霊魂(soul/spirit)と の 間

には,自 然 界の精霊 たち(spirits)を 媒 介 として,絶 え ざる交流/交 渉(inter-

course,communion)が 行 なわれ てい る,と 。

この章 の冒頭 で,筆 者 は 「ロマ ン派の 自然 の二重構造」 に触れ たが,そ の

こ との意味 は もはや明 白であ ろ う。 「ロマ ン派の 自然 の二重構造」とは,物 質

(matter)次 元 の 自然 と精神/霊(spirit)次 元 の 自然 とが織 りなす二 重構 造

に外 な らない。 この こ とを念頭に置 いて読め ば,た とえば虹 とい う自然現象

を歌 った次の詩 な ど も実 に深い奥行 きを持 つ ものであ るこ とが判 る。

ニ ュー トンが 明 らかに した通 り,物 質 レベ ル での虹 は,光 のプ リズム現 象

の表れ にす ぎない。 我々が知性や理 性 の レベ ル で(つ ま り科学 の知 見の みに

頼 って)こ の現象 を理解 しよ うとす るか ぎ り,そ こには 自然 の生 命 も神秘 も

(6)ワ ー ズワスの作品からの引用のうちThe1)relZtde関 連のもの(1799年 版,1805年 版)

は,JonathanWordsworthetal.,eds.,ThePrelz4de'1799,1805,1850(New

York:Norton,1979)に 拠 る。他は,StephenGill,ed.,WilliamW'ordszuorth

(Oxford:0.U.P.,TheOxfordAuthors,1984)に 拠 る。

My heart leaps up when I behold 

   A Rainbow in the sky: 

So was it when my life began; 

So is it now I am a Man; 

So be it when I shall grow old, 

   Or let me die! 

The Child is father of the Man; 

And I could wish my days to be 

Bound each to each by natural piety.  (1802  11E)
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存在 しえない。 しか し,ワ ー ズワスの心眼(Iwanderedlonelyasaclozad,

1.15:"thatinwardeye")(7)は,そ こに も う一つ の虹 を見 て取 る。 それは,

聖 書 が語 る ところの,人 類へ の神 の契約 の徴 としてのあの虹 に も繋 が る もの

であ る。(8)「年 老 いて もなお,空 に架 か る虹 を見 るたびに心 が弾むの でなけれ

ば,い っそ死 んだ方が ま しだ」 とい う一 見大仰 に も見 える表現 は,間 違 いな

くワー ズワスの本 心 を語 ってい る。何故 な らば,「 自然」を見 て,そ こに単 な

る物質 存在 しか認め えず,自 然の霊 の躍動(美 として表れ る自然の霊 の生 命

活 動)を 全 く感 じ取 る こ とが 出来 な けれ ば,そ れ は 人 間 の 本 性(human

nature)の 喪 失 に外 な らな いか らだ。虹 の 美 しさに感動 す る心 は 自然の霊

(Nature-God)へ の 敬凄 な祈 り・信仰("naturalpiety")の 証 で ある,と い

うのが ワー ズワスの信念 なのだ。

前 置 きの部分 が長 くなったが,プ ロ ト(原 型的)・ エ コロジス トとしてのワ

ー ズワス を論 じる場 合
,以 上 の点 を理解 してお くこ とが必須条件 となる。

「エ コロ ジー」とい う語 は,本 来生物学 の一分野 を指 す単語 で,生 物 と環境

との相互 作用 を研 究す る学 問 を意味す る。 しか し,こ の語 は今 日で は もっ と

広 い意 味内容 を獲得 す るに至 った。 自然の生態系 の破壊 が急速 に進行す る現

在,エ コロジー な る語 は広範 な分 野 に またが る自然環 境保護運動 の総体 を指

す もの となって きてい る。す なわ ち,エ コロジー運動 は,自 然保護,安 全 食

品運動,公 害 反対,原 子力施 設 ・核兵器 反対,反 戦 ・平和運動 等々の領域 を

包括 す る ものであ る。言 うまで もない ことだが,18～19世 紀 に生 きたワー ズ

ワスが これ らすべ ての分野 にお いて 「プ ロ ト・エ コロジス ト」 と呼ば れ うる

は ずが ない。 た しかに 『湖水案 内』(GuidetotheLalees,1810年 初 版発行)

の 作 者 と してのワー ズワスには 自然保護 論者,公 害反対論者 として の顕著 な

特徴 が認め られはす る。 だが,「 プ ロ ト・エ コロジス ト」 としての ワー ズワス

の真骨 頂は,も っ と本質的 な ところにあ るよ うに思 われ る。 エ コロジー を語

る ときに しば しば言及 され る言葉 に`holism(wholism)'(全 体 論)が あ る。「複

雑 な体 系の全体 は個 々の部分や 機能 の単 な る寄せ集 めでは な く,各 部分 を決

定す る統一体 で あ る」 とい う`holism'の 思 想 をエ コロジーの 言葉 に置 き換 え

て言 えば,こ うな るだ ろ う 「生物 と自然環境 は一つの生 態系(全 体)を

(7)StephenGill編 のワーズワス詩集はこの詩の1807年 版 を採用 してお り,そ こでは

1815年 版の第2連 が省略されている。SeeStephenGil1,0p.cit.,pp。303-304.

(8)See(}enesis,9:13:"Idosetmybowirlthecloud,anditshallbeforatokenof

acovenantbetweenmeandtheearth."
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形 成 し,そ こではすべ ての要素(部 分)が 相互依 存関係 にあ る。 したが って,

この生態系 中の個々 の要素 の破壊 は,全 体 の破壊 へ と必 然的に波及 す る性質

の もの である。個 は全体 な くして存立 しえず,全 体 もまた個 な くしては存在

しえ ない」。エ コロジー 思想 のこの基本前提 を受 け容 れ るとき,我 々 はワー ズ

ワス を確か に 「プ ロ ト ・エ コロジス ト」 と呼ぶ ことが で きる。

しか し,ワ ー ズ ワス と現代 の(特 に科 学知や合理 主義 に依 拠す る)エ コロ

ジス トとの 間には超 えが たい溝が ある こ とも忘 れては な らない。 なるほ ど現

代 の科 学者 も自然万物 にあ る種 の 〈生 命エネル ギー〉の存在 を認め るか もし

れ ない。だが,ワ ー ズワスが 自然界 に見 る 「生命」(1ife)は,物 質次元 を超

越 した,一 つ の霊(spirit)の 動 き,働 きとしか表現 で きない質 の もの なので

ある。1805年 版ThePreludeの 次 の一節 に,そ のこ とは典 型 的に窺 える。

 ... and now at length 

From Nature and her overflowing soul 

I had received so much, that all my thoughts 

Were steeped in feeling. I was only then 

Contented when with bliss ineffable 

I felt the sentiment of Being spread 

O'er all that moves, and all that seemeth still, 

O'er all that, lost beyond the reach of thought 

And human knowledge, to the human eye 

Invisible, yet liveth to the heart; 

O'er all that leaps, and runs, and shouts, and sings, 

Or beats the gladsome air; o'er all that glides 

Beneath the wave, yea, in the wave itself 

And mighty depth of waters. Wonder not 

If such my transports were; for in all things 

I saw one life, and felt that it was joy; 

One song they sang, and it was audible— 

Most audible then when the fleshly ear, 

O'ercome by grosser prelude of that strain, 

Forgot its functions and slept undisturbed. 

                        (II, 415-34) (9)
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ワー ズ ワ ス に と っ て,こ の 様 に 「自然」 は魂("sou1")を 持 ち,感 情

("sentiment")を 持 っ た存在 で あ る。 自然万物 に は,そ れ が地 上 の 獣 で あ

れ,空 を飛ぶ鳥 であれ,水 中の魚であれ,「 一つ の生命」("onelife")が 宿 っ

て いる,と 詩 人は主張す る。自然万物は一体 とな って喜 びの歌 を,「 一 つの生

命の歌」("Onesong")を 歌 う。 しか も,こ の歌 は肉体 の耳 にでは な く,聞 く

者の魂(sou1/spirit)に 直接響 く類 の歌なの だ。(10)ワー ズ ワスの 「自然」が単

なる物質 的存在に留 まらないのは,も はや 自明の こ とであ る。プ ロ ト ・エ コ

ロジス トとしての ワー ズワス と現代 の 多 くのエ コロジス トとの決定 的相 違点

が ここにあ る。 ワー ズ ワスをエ コロジス トの先 駆け であ る と主張す るの であ

れば,こ の相 違点 を十分 に認識 した上 での ことで なければな るまい。

(二)

前 章 では 「若 きワー ズワスに とって 自然 は教 師 であ り,自 然 界は教 場 であ

った」 とい う点 に触 れた。 このこ とを如実 に,そ して平 明に歌 った作 品が あ

る。 その作 品 とは,ExPostulationandRePly(1798年 作)とTheTables

Turned(1798年 作)と い うペ ア をなす二 つ の詩 であ る。 「形勢 逆転 」(The

TablesTurned)と 題 され た次 の詩は,先 行 す るExPostulationandROPIyの

続 編 として書かれ てい る。

(9)420行 目の"Being"に つ いては,StephenGill編 の ワーズワス詩集やErnestde

SelincourtandHelenDarbishire,eds.,ThePrelude(Oxford:Clarendon,1959)

の読みに従った。

(10)同 様 の思考はTintern、4δ 加yLines,ll.42-50,89-103に も見られる。

Books! 'tis a dull and endless strife, 

Come, hear the woodland linnet, 

How sweet his music; on my life 

There's more of wisdom in it. 

And hark! how blithe the throstle sings! 

And he is no mean preacher; 

Come forth into the light of things, 

Let Nature be your teacher.
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で は,無 為 の内 に半 日近 くを過 ご して い る少年

Williamに 対 して,年 長 の友(お そ ら くは彼 の教 師)Matthewは,「 本 」を と

って勉学 に励 む こ とを忠告 す る。Matthewに と って,書 物 は人類 の貴重 な遺

産 で あ り,そ の意 味 で 「本 」 は"light"(1.5)で あ り"spirit"(1.7)で あ

る。これに対 しWilliamは,「 自然」の内には ある種 の力が宿 ってお り,目 や

耳(即 ち五 官)を 研 ぎ済 ませ て 自然 の世 界に 身を沈めれば(つ ま り"awise

passiveness"[1.24]を 行 使 すれば),我 々 の心 は 「自然」が人間 に語 りかけ

る真理 を聞 き取 るこ とが 出来 る,と 考 え る。 ここか ら後続 の詩TheTables

Turnedに お け るWilliam少 年 の反駁 ・反論が生 まれ る。Williamは,「 本」

を読 む作業 を 「退屈 ではて しの ない戦 い」 と考 え,野 性の小 鳥の さえず りの

中に こそ一層 多 くの 「英知」 を見 出す ことが 出来 る,と 主張 す る。書物 の知

識 よ りも 「自然」 の英知 を重視 す る とい う態度 は,イ ギ リス ・ロマ ン派 に広

She has a world of ready wealth, 

Our minds and hearts to bless— 

Spontaneous wisdom breathed by health, 

Truth breathed by cheerfulness. 

One impulse from a vernal wood 

May teach you more of man; 

Of moral evil and of good, 

Than all the sages can. 

Sweet is the lore which nature brings; 

Our meddling intellect 

Mis-shapes the beauteous forms of things; 
—We murder to dissect . 

Enough of Science and of Art; 

Close up those barren leaves; 

Come forth, and bring with you a heart 

That watches and receives. 

                      (11. 9-32)

Expostulation and Reply
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く見 られ る反知性 主義anti-intellectualismの 表 れ と言え よ う。つ ま り,「 理

性 」に優 る 「衝 動(的 感 情)」"impulse"(1.21)の 重 視 で あ る。 この 意 味

で,TheTablesTzarned第7連(ll.25-28)は 重 要 な意 味 を持つ。 第7連 で

ワー ズワスは,自 然 の美 を解 剖 し,分 析 し,切 り刻み,台 無 しに して しま う

人間の知性intellect,理 性reasonの 専 横 ・独裁 を非難す る。 こうい う反知 性

主義,反 合理 主義anti-rationalismの 姿 勢 は,イ ギ リス ・ロマ ン主義 に共通

に見 られ る もの として(ま た,D・H・ ロレンスな どに も受 け継が れ るもの

として)注 目に値 す る。

それで は,啓 蒙主義 と新 古典主義 の時代 にあれほ ど称賛 され た 〈知性 〉や

〈理性〉に反逆 す るこ とをワー ズワスに可能 な らしめ た ものは,一 体何 だ った

ので あろ うか。 結論 を先 に述べ れば,そ れは 「自然」 と 「人間性 」(human

nature)と い う二つ の`Nature'に 対 す る絶 大 な信頼 であ った。TheTables

Turned第5連(ll.17-20)に あ る通 り,Williamす な わち ワー ズワスは,「 自

然 は,我 々 の知 性(minds)と 感 情(hearts)に 恵 み を与 え るばか りに準備 され

た,豊 か な富 を持 ってい る」 と考 える。 その富 とは,「 我 々が健康 であれば

自ず と我々 の心 に吹 き込 まれ る英知」であ り,「 我 々が 快活 であれ ば心 に吹 き

込 まれ る真理」なの だ。18世 紀 の新 古典 主義 の詩 人 たちは,〈 英知 〉や 〈真理 〉

を獲得 す る唯一 の手段 として知性や理 性の重要性 を説 く。 しか し,注 目すべ

きことに,ロ マ ン派の詩人 ワーズ ワスは,intellectやreasonに 代 わ る手段 と

して"health"と"cheerfulness"を 挙 げ る。 「健康」 と 「快活 さ」,そ れ は

人間が何物 に も拘束 されずに本来 の姿 を保 持 してい る状 態に外 な らない。つ

ま り,ワ ー ズワ スはこ う考 えるのだ 人 間は,本 来 の肉体(health)と 本 来

の精神(cheerfulness)を 保 持す るこ とで,己 れの魂(soul/spirit)と 自然の

魂(soul/spirit)と の 交 わ り(communion)を 実 現 し,そ の結果 として人間

存在 の本質 に関わ る 「英知 と真理」 を獲得す る こ とが 出来 る,と 。 これは,

ル ソー に代表 され る く人間性 に対す る限 りない信頼の表 明〉 であ り,こ の様

な人間の無 限の可能性 に寄せ る信頼 こそが,ロ マ ン派 の根 幹 を成す もので あ

る。 ロマ ン派の詩人 たちに とって`Nature'と は,「 自然(界)」 を指す と同時 に

「自然 な状 態,あ るが ままの状 態,何 の拘 束 も受 けない状態」に繋 が るもの で

もあ った。 こ こで確認 してお きたいのは,ワ ー ズワスが 「賢明 な る受動状 態」

("awisepassiveness","aheart/Thatwatchesandreceives")の 重 要性 を

主 張す る時,彼 が これ ら二つの`Nature'の 本 質的 同質性(同 じspiritを 共 有

す る存在 としての 同質性)を 信 じ切 ってい る,と い うこ と,そ して,そ の背
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後には 自然万物 を生かす根源 としての神(Nature-God)キ リス ト教の神

とはかなり異質の神 が存在 している,と いう事実である。

ワーズワスの自然観 と新古典主義者や啓蒙主義者(と りわけ理神論者たち)

の自然観の間の相違点は,〈本(教 材)と しての自然〉というメタファーの捉

え方に際立った形で表れる。理神論者に とって,創 造主が創 り,人 類に遺し

た自然は,自 然界を支配する諸原理,諸 法則を理性の力で発見するための得

難い 〈科学的教材〉であった。つ まり,彼 らにとって,自 然は神の摂理 を理

性 レベルで知的に把握す るための 「本」となったのである。ワーズワスが 「捨

てよ」 と主張するのは理神論者のこの種の教科書であ り,そ のような教材の

原典 として利用 された 〈歪曲された自然/本 〉なのである。

科学や技術はもう沢山。

その不毛な本のページを閉 じて,

外へ出ておいで,見 つめて受け入れる

心ひ とつを携えて。

科学・学問や技術の書物 を捨てて,代 わ りに詩人が手に入れ,愛 好する 「本」

は次のような 〈本物の 自然〉が提示 して くれる光景であった。

Enough of Science and of Art; 

Close up those barren leaves; 

Come forth, and bring with you a heart 

That watches and receives. 

                           (11. 29-32)

             Therefore am I still 

A lover of the meadows and the woods, 

And mountains; and of all that we behold 

From this green earth; of all the mighty world 

Of eye and ear, both what they half-create, 

And what perceive; well pleased to recognize 

In nature and the language of the sense, 

The anchor of my purest thoughts, the nurse, 

The guide, the guardian of my heart, and soul
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ここで は 自然界が,詩 人の耳 に届 き目に映 じる「感覚 の言葉」で書か れた「本 」

として イ メー ジされ てい る。(11)だが,我 々は既 に知 って いる,ワ ー ズワスに と

っては この 「本 」が実 は 「感覚 の言葉」以上 の もの であった こ とを。 同 じ詩

の前段 で詩 人は こ うも歌 って いるか らだ

ワー ズワスに とって,自 然 とい う 「本」の表面的文 字("thelanguageofthe

sense")の 背 後 に潜 む真義 を読 み とる("seeintothelifeofthings")の は,

肉体 感覚 ではな く霊魂("aIivingsoul")の 役 目なの であ る。 この ことは,

自然が物質 であ るのみ な らず,そ の本質にお いて霊的存在(spirit)で もあ る

ことを改め て主張す る。 この意味 において初 めて,ワ ー ズワ スに とっての 自

然は 「教 師」 とな りうるのだ("Theanchorofmypurestthoughts,the

nurse,/Theguide,theguardianofmyheart,andsoul/Ofallmymoral

being")。

(ll)こ れ と類似した思考法を我々はコールリッジにも見出すことが出来る。

rpt.Oxford:0.U.P.,1973)に 拠 る。

Of all my moral being. 

              (Tintern Abbey  Lines, 11. 103-112)

... that serene and blessed mood, 

In which the affections gently lead us on, 

Until, the breath of this corporeal frame, 

And even the motion of our human blood 

Almost suspended, we are laid asleep 

In body, and become a living soul: 

While with an eye made quiet by the power 

Of harmony, and the deep power of joy, 

We see into the life of things. 

(11. 42-50)

See Frost

at Midnight, 11. 58-64: "....so shalt thou see and hear/ The lovely shapes and 

sounds intelligible/ Of that eternal language, which thy God/ Utters, who from 
eternity doth teach/ Himself in all, and all things in himself./ Great universal 
Teacher! he shall mould/ Thy spirit, and by giving make it ask." 

 t(7)~l»61, Ernest Hartley Coleridge, ed., Coleridge: Poetical Works (1912;
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こ こで,「 エ コク リティシズム」の分 野で問題 に され るこ との多い語句"the

senseoftheplace"と"thespiritoftheplace"に つ いて しば らく考 察 した

い。 それ を 「土地 の感覚」 と訳そ う と,「 土地 の意識」 と呼ぼ うと,(12)その 土

地 に宿 る精霊 ・守護霊,つ ま り語源 的意味 での"thespiritoftheplace"(=

geniwsloci)へ の理 解が無 ければ,"thesenseoftheplace"な る語 句には

ワー ズワス流 の 「ロマ ンテ ック ・エ コロジー」 の理 解 に資す る ところは少 な

い。 いやむ しろ,場 合 によ っては この語 句の使用 は有害 です らあるだろ う。

ワー ズ ワス との関連 で,イ ギ リスの湖水 地方 の"thesenseoftheplace"を

問 題 にす るの であれば,こ の語句 は どうして も"thesenseof[thespiritof]

theplace"上 に 述べ た意味での として用 い られね ばな るまい。 この

問題 に側 面光 を投 げかけ る もの と して,ワ ー ズワスの 〈書物論 〉が役 に立つ。
"B
ooks"と い う副題 を持 つThePrelude(1805年)第5巻 は,ワ ー ズワ

スが 〈真実 の本〉 と考 える もの を読者 に提示 して くれ る。 それ は,内 に 「霊

(の 力)」 を宿 す類 の本 で ある

ど うや らワー ズワスは次の ように考 えてい るら しい 自然(大 地)に も人

の心 に も,そ してあ る種の 「本」(「愛」の精 神 で書 かれ た本)に も,「 恵み深

い霊」 の働 きか けが認め られ る,と 。詩 人に とっての 〈真実 の本〉 とは,し

たが って,ま ず 第一 に この霊 的な 「力」 を宿 し,霊 的次元 で読 者の心 を動 か

す本 でなければ な らない。 しか しその よ うな 「力」 を容 れ る器 として は,本

は 大 自然 に比べ れば一一 何 とひ弱 な存在 で あろ うか,と い うのが詩人 の

次の嘆 きであ る。

働 石幡直樹氏は,「英語青年』1998年11月 号(p.5)で,"SenseofPlace"をgeniusloci

の意味合いを込めて 「土地意識」 と呼びうる余地があることを指摘しておられる。

   A gracious spirit o'er this earth presides, 

And o'er the heart of man: invisibly 

It comes, directing those to works of love 

Who care not, know not, think not, what they do. 

The tales that charm away the wakeful night 

In Araby—romances, legends penned 

For solace by the light of monkish  Lamps;... 

                              (V, 516-22)
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ワー ズワ スに とって,本 の生 みの親 であ り同時 に本 の内容物 で もあ る 「人間

の精神 ・知 性」 は,本 質 において霊的特性 を帯び てい る。逆 に言えば,こ の

霊的特性 を欠 く書物 は 「本」 の名に値 しないの であ る。 この意 味で,「 自然」

は詩 人に とって理 想的 な 「本 」 と目され る資格 を確か に有 していた

「自然」との交流("intercourse")が 自然の霊魂 と詩 人の霊魂 との交 わ りで

ある とす るな らば,〈 真 の意味 での読 書〉も本の霊魂 と読者 の霊魂 との 間に成

立す る同種の交 流であ る。つ ま り,ワ ー ズワ スに とっての読書 とは,「 本」と

い う場 所(locus)に 宿 る霊geniuslociと 読 者 の霊("Adeathlessspirit")

との交 わ りに他 な らないのだ。 第5巻 に挿入 されたア ラブ人の

夢 のエ ピソー ド(II.49-139)も,「 本」に潜 む霊力が読 者の霊 に働 きかけ,睡

眠 中に夢(ヴ ィ ジョン)を 現 出せ しめ た実例 の提示 と解 すれ ば,な ぜ この話

が ここに挿 入されねば な らなか ったのか容 易に頷 け る。つ いでに言 えば,同

じ第5巻 中の フ クロウ と少年 をめ ぐる もう一つの挿話(11.389-422)は,「 自

然(の 霊)」 に よって少年(の 霊魂)に 施 され る,フ クロウ とい う教 材(本)

を用 いた教 育 の在 り様 を描 くところに眼 目があ ったはず である。それが,こ

   Oh, why hath not the mind 

Some element to stamp her image on 

In nature somewhat nearer to her own? 

Why, gifted with such powers to send abroad 

Her spirit, must it lodge in shrines so frail? 

                            (V, 44-8)

                           Hitherto 

In progress through this verse my mind hath looked 

Upon the speaking face of earth and heaven 

As her prime teacher, intercourse with man 

Established by the Sovereign Intellect, 

Who through that bodily image hath diffused 

A soul divine which we participate, 

A deathless spirit. 

                            (V, 10-17)

The Prelude
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の 挿話が"Books"と い う副題 を持つ巻 中に収 め られ た所 以で ある。 また,こ

の少年の挿話 は,人 間の魂 を育 む教 材 としては書物が 「自然」 に一 歩 を譲 ら

ざるをえない ことを も示 唆 してい る。何 故な ら,「 自然の本質 は,神 の息/霊

その もの であ る」か らだ

ワー ズワスの所信 が この様 な もので あった とすれ ば,結 局,「 本」は それ

が本物 に近づ けば近づ くほ ど 「自然」と一体化 して しまう。つ ま り,〈 自

然の本〉 と 〈本の 自然 〉 とが ひ とつに溶 け合 って しま うのだ。下 の詩句が 言

わん とす るのは,ま さに この こ とであ った。

It seemeth in behalf of these, the works, 

And of the men who framed them, whether known, 

Or sleeping nameless in their scattered graves, 

That I should here assert their rights, attest 

Their honours, and should once for all pronounce 

Their benediction, speak of them as powers 

For ever to be hallowed—only less 

For what we may become, and what we need, 

Than Nature's self which is the breath of God. 

                               (V, 214-22)

   Here must I pause: this only will I add 

From heart-experience, and in humblest sense 

Of modesty, that he, who in his youth 

A wanderer among the woods and fields 

With living Nature hath been intimate, 

Not only in that raw unpractised time 

Is stirred to ecstasy, as others are, 

By glittering verse, but he doth furthermore, 

In measure only dealt out to himself, 

Receive enduring touches of deep  joy 

From the great Nature that exists in works 

Of mighty poets. Visionary power
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「言葉 の神秘 とい う形で具現化 され た風 のそ よ ぎ」こそ,先 ほ どの 「神 の息

/霊 」(V,222)に 他 な らな い。 とすれば,未 来 の子供 たち(V,436:"Arace

ofrealchildren")に 施 され るべ き理 想の教育 をワー ズワスが次 の ように念

じたの も当然 であ った。

『湖水案 内』でワー ズワスが 自然へ の人間の破壊行為 を非難す る とき,教 材

(本)破 壊 の メタファー が用 い られ る理 由が ここに ある。 プ ロ ト・エ コロ ジス

トとしての詩 人の側 面 を顕著 に示す この散 文作 品の随所 で,ワ ー ズワスは湖

水地 方で 当時進行 して いた 自然環境破壊 に対 し警鐘 を鳴 らす。 その 中で,詩

人はUllswater湖 の 岸 辺 で行 なわ れ た森 林伐 採 の傷 跡 を次 の よ うに嘆 くの

であ る

かつ ては「読 め ど も読 み尽 くす こ との出来 ない大部の本」("aninexhaustible

volume")と も見 えた 自然 の風景が,人 間の破壊行為 に よって 「た った一 頁の

分量」("asinglesheet")に 痩 せ細 ってい る,と い うの だ。 ここでは,自 然

は「一瞬 に して意味 内容 を読み取 るこ とが可 能 な」("perusedinamoment")

(13)

Oxford:0.U.P.,1981),pp.18-19.こ の散文作品の案内書 ・研究書としては,吉 田

正憲著 『ワーズワスの 「湖水案内」』(近代文藝社,1995年)が 有益である。

Attends upon the motions of the winds 

Embodied in the mystery of words;... 

                        (V, 608-21)

May books and Nature be their early joy, 

And knowledge, rightly honored with that name— 

Knowledge not purchased with the loss of power! 

                                (V, 447-49)

 ...but those beautiful woods are gone, which perfected its seclusion; and 

scenes, that might formerly have been compared to an inexhaustible 

volume, are now spread before the eye in a single sheet, —magnificent 

indeed, but seemingly perused in a moment!"13'

Ernest de Selincourt, ed., William Wordsworth: Guide to the Lakes (1906; rpt.
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貧 弱な光景 に落 ちぶれ て しまって い る。 ワー ズワスに とっての 〈自然の本〉

の意 味 を知 ってい る我々 は,詩 人の落胆 の大 きさ をこの種 の言葉 遣 いの 中に

痛々 し くも看取 して しま うのであ る。

自然万 物 を本 ・教材 と して捉 え,そ の 「本 」の真義一 一物質 的,科 学的 レ

ベ ル を超 えた意味 をア ニ ミステ ィ ックな感 性 で読 み取 る(感 じ取 る)
,と

い うワー ズワ スの流儀 は,現 代 の環 境論者 にいか ほ どの共感 を呼 び起 こす こ

とが可能 であ ろ うか。面 白いこ とに そ して これ は意 味深 いこ とで もある

が一 ワー ズワ ス的感性 と思想 を,我 々は ア メ リカ原住 民の世界 に見出す こ

とが出来 る。近 年出版 されたエ コ ク リテ ィシズムの優れ た論 文集

に は,ア メ リカ少数 民族

の エ コロ ジカル な世 界観 を紹 介 す る論 文 が い くつ か 見 られ る。 そ の中 で も

PaulaGunnAllenの"TheSacredHoop"と 題 され た論文 は出色 の もので

ある。 彼女の次 の発言は,ワ ー ズワスの世 界 とア メ リカ ・イ ンデ ィアンの世

界が いかに近 しい もの であ るか を示唆 してい る。

「神」お よび 自然万物 の本質 を"spirit"と し て捉 え,万 物 が霊 的 な次 元で言

わば兄 弟 として 「全体 」 を構 成 してい る,と い うイ ンデ ィア ンの思考 は,そ

の ま まワー ズワスの思考 で もあ る。(15)Paulaの 論 文 中に引用 され て いる 「び

criticism Reader: Landmarks in  Literary Ecology

The Eco-

   In American Indian thought, God is known as the All Spirit, and 

other beings are also spirit—more spirit than body, more spirit than 

intellect, more spirit than mind. The natural state of existence is 

whole. Thus healing chants and ceremonies emphasize restoration of 

wholeness, for disease is a condition of division and separation from the 

harmony of the whole. Beauty is wholeness. Health is wholeness . 

Goodness is wholeness.... The circle of being is not physical, but it is 

dynamic and alive. It is what lives and moves and knows, and all the life 

forms we recognize—animals, plants, rocks, winds—partake of this 

greater life."

(14) Cheryll Glotfelty and Harold Fromm, eds., The Ecocriticism Reader: Land-
   marks in Literary Ecology (Athens, Georgia: The Univ. of Georgia Pr., 1996) , 

   p. 247.
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っ この鹿」(LameDeer)と 呼 ばれ るインディア ンの或 るシャーマ ンの 言葉

も,〈 自然 の本〉 とい う観点か らここで紹介 す るに値す る。

このスー族の シャーマ ンは言 う,「 イ ンデ ィアンに言わせ れば,白 人 はあ ま り

に もの を見 ない。 白人 は片 方の 目だけ で もの を見 てい るに違 い ない」,「我々

インデ ィアンは シンボル とイ メー ジの世 界に住 んでい る。 その世 界 では霊 的

な もの と 日常 あ りふれ た ものは一体 とな って いる。 白人 に とって シンボル と

は,話 され る もので あれ,書 物に書か れた もの であれ,言 葉 にす ぎない。 イ

ンデ ィア ンに とって は,シ ンボル とは 自然の一部,我 々 自身の一部,蟻 や キ

リギ リスの様 な小 さな虫で さえあ るのだ」 と。 ワーズ ワスの詩TheTables

距 ㍑ 認 の最終 連は,あ きらか にこの インデ ィアンの シ ャー マ ンの主張 に繋

(15)神 の概念をめ ぐるワーズワス親子の次の会話が,こ のことを如実に語っている

   We Sioux spend a lot of time thinking about everyday things, 

which in our mind are mixed up with the spiritual. We see in the world 

around us many symbols that teach us the meaning of life. We have a 

saying that the white man sees so little, he must see with only one eye. 

We see a lot that you no longer notice. You could notice if you wanted 

to, but you are usually too busy. We Indians live in a world of symbols 

and images where the spiritual and the commonplace are one. To you 

symbols are just words, spoken or written in a book. To us they are 

part of nature, part of ourselves, even little insects like ants and 

grasshoppers. We try to understand them not with the 

head but with the heart, and we need no more than a hint to give us the 

 meaning."  6)

"`How did God make me? Where is God? How does he speak? He never spoke 

to me.' I [i. e., Wordsworth] told him that God was a spirit, that he was not 
like his flesh which he could touch, but more like his thoughts in his mind which 
he could not touch. —The wind was tossing the fir trees, and the sky and light 

were dancing about in their dark branches, as seen through the window— 
Noting these fluctuations he exclaimed eagerly— 'There's a bit of him I see it 
there!'" See Alan G. Hill, ed., Letters of William Wordsworth: A New Selection 

(Oxford: O. U. P., 1984) , p. 173.
(16) Ibid., p. 256.



プロト・エコロジス トとしてのワーズワス33

が る もの を持 ってい る。 ワー ズワ ス もまた,我 々現代 人に 〈も うひ とつ の眼〉

("thatinwardeye")を 見 開 き,「 自然」 とい う 「本」に秘め られた人間存在

の意味 を読み解 くことの大切 さ を主張 してい るか らであ る。

未開人の 原始 的感性へ の先祖返 りを一見思 わせ るワー ズワスの主張 を,「ナ イ

ー ブに過 ぎる」 として も しくは
,「 ロマ ンティ ック・イデ オロギー 」の欺

隔 として 嘲笑 し,捨 て去 って しま うか,そ れ と もプ ロ ト ・エ コロ ジス ト

の貴重 な人生 哲学 として尊 重 し,受 け容 れ るか,我 々 の姿 勢が問 われ るとこ

ろであ る。(17)「ロマ ンティ ック・エ コロジス ト」であれば,後 者の行 き方 を無

碍 に否定 はす るまい。一部 の人々か らの嘲笑 は もとよ り覚悟 の上 で。(18)

(切 ワーズワス流のアニ ミスティックな神秘体験がかなりの普遍性を持つ可能性を,以

下の研究書は示唆している

⑯ 「ここに掲げる鶴見和子女史(二 年前に脳溢血で倒れながらも,歌 人として再起。)

の言葉は,ワ ーズワスが現代に生 きる詩人/思 想家であることを暗示しているよう

に,私 には思われる 『(学術論文を書いていたころの自分は)忙 しくて感受性が

なくなってたのね。短歌の作用で神経が鋭く敏感になり,感 じる力がよみがえった。

生 きとし生けるもの,生 きていないものにも,人 間と同じように魂があると確信で

きるようになったの』(1997年12月4日 付 『朝日新聞』夕刊より)。」この文章は,筆

者が 『言文フォーラム』No.!8(九 州大学言語文化部,1998年3月 発行)の 中のコラ

ム 「研究余滴」に 「ワーズワスとアニ ミズムの復権」というタイトルで書いたエッ

セイ(p.27)の 一部である。鶴見女史の同じ趣旨の発言(『読売新聞』1997年4月26

日夕刊収載)を 志村正雄氏の名著 『神秘主義 とアメリカ文学 自然・虚心 ・共感』

(研究社,1998年5月 発行)中(p.7)に 見出したのは,筆 者の喜びであった。

Enough of [the books of] Science and of Art; 

Close up those barren leaves; 

Come forth, and bring with you a heart 

That watches and receives. 

                     (The Tables Turned, 11. 29-32)

Cf. Meg Maxwell and Verena Tschudin, eds., Seeing the

Invisible: Modern Religious and Other Transcendent Experiences (Harmonds-

worth: Penguin, Arkana, 1990); Michael Paffard, The Unattended Moment 

(Naperville, Ill.: SCM Book Club, 1976); Michael Paffard, Inglorious Words-
worths: A Study of Some Transcendental Experiences in Childhood and 
Adolescence (London: Hodder and Stoughton,  1973)  .


